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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進 「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」 ～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう
○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前８時 通勤途中
酒気帯び運転、信号待ち車に追突
飲酒運転容疑で会社員の20歳女を現行犯逮捕

「体に酒が残った状態で運転したことは間違いない」と、容疑を認めている
◇「残酒」・・・「昨日の酒」が残っているかもしれない◇

◇自分の家族が犠牲になった あなたは、飲酒運転者を許せますか？◇
２０２５／１／２１（火）

２１日午前８時ごろ、熊本県の市道で信号待ちしていた４０代の女性の車に、通勤途中の会社員の女（２０）の軽乗
用車が追突しました。警察が駆け付けると、追突した軽乗用車を運転していた女から酒の臭いがしたため、酒気
帯び運転の疑いで現行犯逮捕しました。呼気からは基準値の約１．５倍のアルコール分が検出されました。女は警
察の取り調べに対し「体に酒が残った状態で運転したことは間違いない」と容疑を認めているということです。

信号のない交差点 一時停止見落としか？
軽乗用車と衝突、軽乗用車は横転

男子高校生の自転車が事故に巻き込まれ 意識不明の重体
乗用車運転していた男性、逮捕

◇一時停止しないことほど、恐ろしいことはない◇
◇タイヤが止まって、はじめて「一時停止」◇

◇一時停止、停まらず、動きながらの確認は厳禁◇
２０２５／１／２１（火）

２０日午前８時２０分すぎ、兵庫県の信号のない交差点で、男性（６９）運転の乗用車が、女性（４２）が運転する軽
自動車に衝突して横転させ、自転車に乗っていた高校３年生の男子生徒（１８）を巻き込み、２人にケガをさせた疑
いで乗用車運転の男性が逮捕されました。男子高校生は病院に搬送されましたが、意識不明の重体です。警察に
よりますと、乗用車の男性が交差点に進入した方向には、一時停止の表示があったということで、調べに対し「
弁解することはありません」と容疑を認めているということです。

函館 事故の前から道路に倒れた状態か
2台の車に立て続けにひかれる

死亡した50～70代くらいの女性
凍結路面で転倒、または病気によるものとみられることが判明

◇夜間 前方で何が起こるか分かりません、「人が倒れているかも･･･」◇
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

◇夜間・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２５／１／２２（水）

２０日午後６時ごろ、函館市で、５０代から７０代ぐらいとみられる女性が乗用車２台に立て続けにひかれた事故。頭
などを負傷した女性はその場で死亡が確認されました。これまでの調べで女性は事故の前から車道に倒れた状態
で、その原因は路面凍結による転倒や病気によるものとみられることが分かりました。


